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よ
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日
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来
月
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合
に
よ
り

8
月
5
日
制
午
前

9
時
か

ら
午
後

4

時
ま
で
、
市
役
所

3
階
市
長
室
で
行
い
ま
す

お
気
経
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

6
月
定
例
市
議
会
、
農
林
・
土
木
な
ど
重
点
に
補
正

交
通
渋
滞
解
消
運
動

・
実
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調
企
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日
月
J

主 な内 容

第 891

農
地
問
題
相
談
日

「農
地
問
題
相
談」

を

8
月
1
白
川
午
前

8
時
却
分
か
ら
午
後

5
時
ま

で
、
市
役
所

2
階
農
業
委
員
会
事
務
局
で
行
い

ま
す
。

お
気
軽
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い

。

A
U、毎月 1日 ・16日発行

え
。
令
グ

広報

夏祭りのト ップを飾る「祇園祭り」が、 7月 9 ・10日の両日、市街地 を中心に行わ

れました。 9日は、午後 6時過ぎから子供みこし、大人みこしなど約90恭が目抜き通

りに集まり、夜遅くまで練り歩きました。今年は、上回築城400年 ということもあり、

たくさんの市民でにぎわいました。
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農林・土木など重点に補正

補正予算の主な内容(一般会計)
*総務費

ふるさとフェスティパル助成補助 金
(川西地 区若者たちの夏祭)

上小広域行政事務組合負但金 1，039万3千円
(長池跡創造館建設計画策定費負担分)

本民生費

地域改善対策事業工事費
(東前山舗装、築地水路改修など)

*農林水産業費

非補助土地改良事業工事費(農道舗装) 700万円

非補助土地改良事業用地費 ・ 3億 9，700万円
補償費(小牧分追加 )

県営かんばい塩田平負担金 6，087万8千円

県営ほ場坐備塩田西部補助金 1，280万6千円

団体営ほ場整備上室11補助金 1，454万7千円

*土木費

交通安全施設鐙備歩道設置工事費
(川原柳豊里線420m)

道路維持修繕工事貸 2，500万円

道路新設改良工事費(小牧 川辺町線) 7，470万円

道路新設改良用地費 ・ 1億 5，200万円
補イ古賀(国分線)

準用河川常田 川改修工事貸

北天神町緑が丘線改良工事'伐

大手町下郷線改良工事費

別所公園工事費 ・用地賀

市民の森公園工事費
(全天候型テニ スコート 4面など)

本教育費

南小学校屋内運動場新築工事貨

上回城南やぐら保存修理工事，{'(

信濃国府跡緊急確認調査費

中之条結地グランド復旧工事費

3，774万円 ・

6月定例市議会が、 6月14日から 7月 1日

まで、 18日間の会期で聞かれました。今回の

市議会では、住民票、印鑑証明などの手数料

を改正する「上田市手数料条例及び上田市税

条例の一部改正案J'上田市福祉医療費給付金

条例の一部改正案J'昭和58年度上田市一般会

計補正予算案」など31議案が審議され、すべ

て可決・承認されました 。

250万円

2，380万円
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6月議会で決まった58年度予算

t+ 

88億 7，847万2千 円

10億 9，109万9千円

134万5千円

186f!昔、4，042万円

志賀

古員

算

車

予

1，466万円

1，119万7千円

1，078万l千円

5，827万5千円

4，300万円

2億 640万円

1，843万6千円

270万円

250万円

条
例
の
改
正
・
制
定

マ
上
田
市
手
数
料
条
例
及
び
上
田
市
税

条
例
の
一
部
改
正

政
令
で
あ
る
戸
籍
手
数
料
令
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
種
手
数
料
の

見
直
し
を
行
い
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明
、

納
税
証
明
な
ど
の
手
数
料
を
八
月
一
日

か
ら
改
正
し
ま
す

(
次
ベ

i
ジ
の
別
表

参
照
)。
改
正
に
際
し
て
は
、
過
去
七
年

間
据
、ぇ
置
い
た
こ
と
、
ま
た
他
市
町
村

の
状
況
な
ど
も
考
慮
し
ま
し
た

マ
よ
岡
市
国
民
健
康
保
険
視
条
例
の
』

曲
耐
貼
晴
子
主

こ
の
他
、
「
集
団
的
農
用
地
利
用
対
策

の
促
進
」
「
食
料
・
飼
料
管
理
制
度
の
創

設
」
な
ど
の
実
地
も
求
め
て
い
ま
す
。

本
農
畜
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
拡
大
阻
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

山

浦

盛

さ
ん

今年度から 2年計画で

改修される上田城南櫓(やぐら)

六
月
定
例
市
議
会
で
、
教
育
委
員
に

一

真
山
喜
登
子
さ
ん
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

真
山
喜
登
子
さ
ん

(
き
の
や
ま
き
と

一

こ
、
六
十
三
歳
、

中
央
西
一
一
一
一

一

ー
こ

略

歴

・
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校

一

卒
、
東
京
女
子
医
学
専
門
学
校
附
属

一

病
院
勤
務
、
上
回
保
健
所
長
、
公
衆

一

衛
生
医
師
特
別
行
政
嘱
託
員

一

六
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産
評

一

価
審
査
委
員
に
山
浦
盛
一
さ
ん
が
再
任

…

さ
れ
ま
し
た
。

一

山
浦
盛
一
さ
ん

(
や
ま
う
ら
せ
い
い

一

ち
、
五
十
八
歳
、
常
田
二
|
二
三

l
-

一
九
)

略

歴

:
・
満
州
国
立
大
学
ハ
ル
ヒ
ン
学

一

院
卒
、
上
田
信
用
金
庫
代
表
理
事

・一

常
務
、
上
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会

一

員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

一

橋
本
体
の
建
設
工
事
が
順
調
に
進
ん
で
い

る
小
牧
橋

品
険
制
悦

mw
調
部
副
悦
四
隅
出
脱
帽
阻

R
N抽
げ

ν
副
社
掛
川
珂
聞

m
w
引
引

き
上
げ
な
ど
と
と
も
に
、
税
率
の
一
部

を
改
正
し
て
財
源
確
保
を
図
り
ま
す
。

マ
上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の

一
部
改
正

老
人
保
健
法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法

と
の
整
合
性
ま
た
各
福
祉
医
療
制
度
聞

の
均
衡
を
考
慮
し
て
、
所
得
制
限
と
寝

た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
救
済
策
な

ど
を
行
う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
ま

し
た
。(
詳
細
は
六
ペ

ー
ジ
)

マ
貸
付
金
免
除
条
例
の
制
定

今
年
三
月
、
同
和
地
区
大
学
進
学
奨

励
費
の
貸
与
等
に
関
す
る
規
程
を
設
け

ま
し
た
が
、
こ
の
規
程
の
中
で
返
還
債

務
を
免
除
す
る
に
つ
い
て
、
今
回
、
保

健
婦
修
学
資
金
貸
付
金
の
免
除
と
あ
わ

せ
て
条
例
を
新
設
し
ま
し
た。

意

見

書

・

決

議

*
食
料
基
本
政
策
確
立
、
要
求
米
安
価

実
現
に
関
す
る
意
見
書

政
府
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
速
や
か

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

O
食
料
自
給
率
向
上
の
た
め
の
食
料
、

農
業
基
本
政
策
を
明
確
に
す
る
。

O
食
管
制
度
は
、
米
の
全
量
を
国
が
管

理
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
、
自
主
流

通
米
の
制
度
、
財
政
措
置
に
つ
い
て

は
拡
大
を
図
る
。

O
昭
和
五
十
八
年
産
米
の
政
府
買
入
価

格
は
、
五
十
六
年
度
を
基
準
と
し
た

物
財
費
と
家
族
労
働
費
の
上
昇
率
に

見
合
う
六
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
当
た
り

一

万
八
千
六
百
七
十
六
円
と
す
る。

マ
上
国
市
国
民
健
康
保
険
制
悦
条
例
の
-

部
改
正

地
方
知
町
、
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、
何
時

こ
の
抽
他
、
「
紘
衆
国
凶
州
出

a
R回
附
凶
用
制
利
回
開
品
川
喧
車

の
促
進
」
「
食
料
・
飼
料
管
理
制
度
の
創

設
」
な
ど
の
実
地
も
求
め
て
い
ま
す
。

*
農
畜
産
物
輸
入
自
由
化
、
枠
鉱
大
阻

止
に
関
す
る
意
見
書

政
府
は
、
わ
が
国
の
農
業
を
守
り
、

国
民
食
料
の
安
全
か
っ
安
定
供
給
の
た

め
、
次
の
事
項
の
実
現
に
つ
い
て
速
や
か

に
実
施
き
れ
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

O
牛
肉
、
乳
製
品
、

ト
マ
ト
加
工
品
な

ど
残
存
輸
入
制
限
品
目
の
自
由
化
、

枠
拡
大
は
絶
対
に
行
わ
な
い
。

O
農
産
物
、
食
料
品
の
検
疫
な
ど
輸
入

手
続
き
の
簡
素
化
は
絶
対
行
わ
な
い
。

*

*

 

こ
の

ほ
か
、
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
運

動
に
関
す
る
決
議
」
(詳
細
は
七
ペ
ー
ジ
)

も
採
択
さ
れ
ま
し
た。

手 数料の極頬 現行手(円数)料 改正手(円数)料
の古H グ〉古H

土地又は建物に関する証明 lf牛 100 11キ 200 

租税公課に関する証明 lf牛 100 1件 200 

資産に関する証明 lf牛 100 1件 200 

所得に関する証明 lf牛 100 1件 200 

印鑑登録証明 lf牛 100 1{牛 200 

印鑑登録証再交付(上回市印鑑登

録及び証明に関する条例(昭和50
1件 200 11牛 300 

年条例第12号)第 8条第 1項に規

定するものを除<)

身分に関する証明 li牛 100 11牛 200 

住民票又は付禁の閲覧 li牛 100 1件 200 

住民票又は付票に関する証明 li牛 100 11牛 200 

住民一覧表の関覧 lf牛 100 11牛 100 

外国人登録済証明 lf牛 100 11牛 200 

公簿書類又は土地図面の関覧 lf牛 100 11牛 200 

公簿書類の写 lf牛 100 11牛 200 

土地図面の写 1件 100 11牛 200 

道路証明(道路、計画街路、 用途
1件 300 1件 300 地域、防火地域に関する証明)

金銭物品等の寄付募集に関する許可 lf牛 100 1件 200 

11牛 150 li牛 150
業者へ貸与する臨時 8日以上内

1f牛 1，500 11牛 1，500行標識の交付 1年以

健康診断書 11牛 1，000 li牛 1，500

死亡診断書 1件 1，000 1件 2，000

妊娠証明書 li牛 500 1件 500 

出産証明書Z 1件 500 li牛 1，000

目IJ各号に該当しない証明 1件 100 1件 200 

納税証明書 lf牛 100 H牛 200 

各種手数料比較表
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マ
イ
カ
ー
通
勤
時
間
は
短
縮

6月20日から25固まで実施された通過交通量調査(上田橋手前の三好町で)

市
は
、
朝
の
通
勤
時
の
交
通
渋
滞
を

解
消
す
る
た
め
、
四
月
二
十
五
日
か
ら

交
通
渋
滞
解
消
運
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

こ
の
運
動
は
「
あ
な
た
の
協
力

ゆ
と
り
の
通
勤
マ
イ
ナ
ス
一

0
0
0

台
運
動
」
を
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
、

時
差
出
勤
、
ノ

ー
ヵ

l
テ
ー
な
ど
四
つ

の
方
策
に
よ
り
、
朝
の
通
勤
時
に
集
中

す
る
マ
イ
カ
ー
約
一
万
台
を
一
千
台
減

ら
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

交
通
対
策
課
で
は
、
こ
の
運
動
の
効

果
を
み
る
た
め
、
六
月
二
十
日
川
か
ら

二
十
五
日
出
ま
で
「
通
過
交
通
量
調
査
」

と
「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
(
調
査
結
果
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い

)

通

過

交

通

量

調

査

通
過
交
通
量
調
査
は
、
午
前
七
時
か

ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
市
内
の
秋
和

交
差
点
、
国
分
交
差
点
、
上
回
橋
な
ど

八
地
点
・
十
七
ポ
イ
ン
ト
で
、
市
街
地

へ
向
か
う
い
阜
両
台
数
を
調
べ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
月
附
か
ら
金
問
ま

で
の
五
日
間
(
土
曜
は
休
日
の
会
社
が

多
い
た
め
除
(
〉
の
一
日
平
均
ム
口
数
は

-
f
h
H
-
=日
必
ハ
l
T
m
凶
ム
ロ
字
、
、
昨
昨
修
体
f
m
H
問
問
此
吋

期
調
盆
に
比
べ
る
と
八
十
五
台
の
増
加

と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、

月
・
火
の
台
数
が
昨
年
の
平
日
平
均
よ

り
大
き
く
地
加
し
て
い
る
点
で
す
。
こ

れ
は
両
日
と
も
雨
天
だ
っ
た
た
め
、
普

段
は
バ
イ
ク
、
自
転
車
で
通
勤
し
て
い

る
人
の
多
く
が
、
マ
イ
カ
ー
に
乗
り
換

え
た
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
雨
天
を
除
い
た
水
・
木
・

金
の
三
日
間
の
平
均
台
数
は
、
一
万
四

台
と
な
り
、
昨
年
の
平
日
平
均
よ
り
百

七
十
五
台
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
特

に
、
晴
れ
の
二
十
二
日
附
は
九
千
九
百

五
十
六
台
で
、
雨
の
二
十
日
川
よ
り
九

百
台
近
く
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天

候
に
よ
っ
て
車
の
台
数
も
左
右
さ
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
調
査
地
点
別
で
は
、
秋
和
交
差

点
(
や
お
ふ
く
付
近
)
が
二
百
二
十
六

台
の
減
少
と
、
今
回
調
査
し
た
中
で
は

一
番
減
少
し
た
地
点
と
な
り
ま
し
た
。

浅
間
山
ろ
く
広
域
内
同
道
は
、

二
百
九

十
一
台
も
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広

域
段
道
か
背
平
有
料
道
路
ま
で
開
通
し

た
た
め
、
東
部
町
方
面
か
ら
の
通
勤
者

か
国
道
凶
号
線
を
避
け
て
広
域
農
道

へ

問
凹
つ
れ
ん
ふ
v
t勺

1t伺
忠

弘
U

h
札
念
会
ふ

1
0

、、
mり
監
事
・
葺

で
、
国
道
日
号
線
の
国
分
交
差
点
(
来

信
ボ
ウ
ル
付
近
)
は
、

昨
年
よ
り
も
百

六
十
二
台
減
少
し
ま
し
た
。

一
方
、
千
曲
川
左
岸
地
区
は
、
古
'叫
川

慌
で
十
三
ム
円
減
少
し
た
も
の
の
、
上
回

僑
で
は
八
十
一
台
地
加
し
た
た
め
、
全

体
で
は
六
十
八
台
の
地
加
で
す
。

以
上
が
通
過
交
通
祉
調
作
の
結
来
で

す
が
、
乗
用
車
の
登
鉢
台
数
の
明
加

(
市

内
で
は
昨
年
中

一
千
三
百
台
明
加
)
と

雨
天
の

M
科
を
考
慮
す
れ
ば
、
通
勤
時

の
マ
イ
カ
ー
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
巧

え
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
先
は
、
市
街
・

地
へ
向
か
う
路
線
を
七
路
線
選
び
、
最

も
渋
滞
す
る
時
間
帯
の
通
勤
時
間
を
調

査
し
ま
し
た
。

千
曲
川
右
岸
地
区
の
三
路
線
(
塩
尻

岩
必
|
市
役
所
聞
を
除
く
)
は
、
ほ
と

ん
ど
が
昨
年
の
所
要
時
間
よ
り
短
縮
さ

れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
東
部
町
和
入

口
市
役
所
聞
は
、
十
分
程
度
の
短
縮

と
な
り
ま
し
た
。

左
岸
地
区
は
、
雨
の
日
(
月
・
火
)

を
除
け
ば
三
路
線
す
べ
て
が
昨
年
よ
り

短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
岸
地
区
は
上

田
橋
か
古
舟
橋
を
通
ら
な
け
れ
ば
市
街

地
へ
行
け
な
い
と
い
う
宿
命
が
あ
る
た

め
か
、
雨
天
に
な
る
と
所
要
時
間
が
延

ひ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
特
に
、
二
十

~ロ
u仙
川
同
は

=
E附
抽
副
市
井
、

t
u叫
咋
伝
干
の
匂
叫
司
酋
責
肱
吋

問
問

+
t
l
I
b凹
n
J
4
Z
l」
み
に

念
.，o. 
~ 

前夜祭とし

幽に花火大
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日 H寺 天 候
千大 手口 国分

下嶋旧道 神科小 広域農道 料、i挙総i 岸 古舟僑 上回僑 J* 予 体
交差点 交差点

z昨年 平 日平均 1，127台 1.619 1.136 1，147 330 497 5.856 2，679 1，644 4，323 ω 

6月20日(月)
くもり ( .42) (企93) ( .9) (212) (304) (1 ) (373) (76) (208) (284 ) (657 ) 

のち雨 1，085台 1.526 1，127 1，359 634 498 6，229 2，755 1，852 4，607 10，836 

6月21日(刈 雨
(企252)(企165) ( .12) ( 194) (312) (23) ( 100) (100) (99) ( 199) ( 299) 
875台 1，454 1，124 1. 341 642 520 5，956 2，779 1，743 4，522 10，478 

6月22日(村 H青
(企226) ( .215) (企91) ( 143) (261 ) (.11 ) ( .139) (企111) (27) (.84) (4223) 
(901台〕 1，404 1，045 1，290 591 486 (5，717) 2，568 1，671 4，239 (9，956) 

6月23日(村 くも り
(企335) (企179) (企82) ( 153) (285) (28) ( .130) (企81) (44) ( .37) (4167) 

792台 1.440 1，054 1，300 615 525 5，726 2，598 1，688 4，286 10，012 

6月24日樹 くも り
(企274) (企159) (.74) ( 143) (296) (企44) (企112) ( .52) (30) ( .22) (4134) 

853台 1，460 1，062 1，290 626 453 5，744 2，627 1，674 4，301 10，045 

6月25日(卦 くも り
889台 1，396 940 1.253 558 444 5，480 2，277 1，632 3，909 9，389 

本年 平 日平均
(.226) (....162) (.54) ( 169) (291) ( .1) (17) (企13) (81) (68) (85) 

901台 1，457 1，082 1，316 621 496 5，873 2，666 1，725 4，391 10，264 

調査期間 :昭和58年 6月20日(J!ト 25日li:l

だえつー (5)一一一一 昭和58年 7月16日 広 報

マイカ一通過交通量調査結果

6 

で
の
五
日
間
(
土
曜
は
休
日
の
会
社
が

多
い
た
め
除
く
)
の
一
日
平
均
台
数
は

一
万
二
百
六
十
四
台
で
、
昨
年
の
向
時

た
た
め
、
東
部
町
方
面
か
ら
の
通
勤
者

が
国
道
凶
号
線
を
避
け
て
広
域
農
道
へ

回
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
影
響

※ 6月22日秋和のデーターがないので残 り4日の平均値を( 1で表示

調査期間:昭和58年 6月20日(月)-25日仕l

I也

発時刻出

所要時間(上段)と57年 6月との増減(下段)

主な通過路線

区 調 査 区 間 日青れ < t 1)(7)ち雨 雨 日青れ くもり くもリ くもり

思Ij 通過場所 2u日 21日 22日 23日 24日 25日
57年6月

月 水 木 金 土火

千曲1左岸地区11 

川西支所→西武交差点 国道上1田43橋号線 午前
42分50秒

39分30秒 62分 40分 35分30秒 41分30秒 21分30骨

8.6km 7時20分 .3分20秒 19分10秒 .2分50秒 血7分20秒 血l分20秒

生島足島神社→西武交差点 主要地方道上田丸子線
7時40分

35分20秒 35分 29分13秒 31分20秒 26分35秒 20骨52骨

7.4km 古舟橋
32分

3分20秒 3分 .2分47秒 血 40秒 血5分25秒

半過山口→西武交差点 県道上古回舟稲橋荷山線 7時50分 29分
24分40秒 38分50秒 28分20秒 20分35秒 20分50秒 14分25骨

5.3km 畠4分20秒 9分50秒 • 40秒 .8分25秒 .8分10秒

塩尻岩ぬ→市役所
国道18号線上り 7時50分 20分

18分30秒 24分30秒 19分 27分30秒 26分30秒 21分却骨

5.95km 

千幽岸地H右区l 

.1分30秒 4分30秒 畠 l分 7分30秒 6分30秒

東部町和入口→市役所
国道18号線下り 7時46分 31分

19分 23分50秒 20分20秒 20分30秒 18分20秒 11骨10骨

6.2km 血12分 .7分10紗 .10分40秒 血10分30秒 .12分40秒

畑山 入口→市役所
国道144号線 7時30分

23分10秒 19分45秒 20分 15分30秒 11分25秒 18骨05甘

6.7km 24分
畠 50秒 .4分15秒 畠4分 畠8分30秒 畠6分35秒

雪東部町栗林→市役所
県道小諸上回線 7時50分 26分

23分45秒 25分10秒 21分40秒 25分30秒 21分30秒
7.1km 

山… .2分15秒 • 50秒 血4分20秒、 血 30秒 1分30秒

マイカー所要時間調査結果

ぴ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
二
十

一
日
同
は
三
路
線
と
も
昨
年
め
所
要
時

同
同
+
夕
、

L
よ
同
凹

H
J
J主主
l
し
れ
九

。

上回築城400年記念

花火大会
上回わ っ し よいの前夜祭とし

て 、今年は 7月29日樹に花火大

会を開催します。 ー

とき… 7月29日幽午後 7時301t

ところ… 千曲川上田橋上流

(悶天の場合，;l:、 31tJ 

(日)に延期)

※塩尻岩ぬ~市役所問は、信号機調整中のため、 23-25自の所要時間が長くなってい ます。

毎月第2土曜日は金融機関休み

実施は 8月13日から

普 通 銀 行 、 相 互 銀行、 信 用金庫、 信用組合、 農業協

同組合などの金融機関及び 郵 便 局の 窓口 業 務 が 、 8月

から第 2土曜 日を休 業 することになりまし た。

税金や各種料金などは 、第 2土 曜 日を避けて納入し

ていただくよう 御 協 力 をお 願い します。

年内の休業日・・8月 13日、 9月 10日、 10月 8日、 11月

12日、 12月 10日
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六
月
定
例
市
議
会
で
、
福
祉
医
療
費

給
付
金
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
施
行
は
八
月

一
日
か
ら
で
、
改
正

さ
れ
た
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
民
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
と
福
祉
向

上
の
た
め
、
福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
独
り
暮
ら
し
老
人
医
療
費
給
付
金
〉

六
十
五
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人

で
、
現
に
独
り
暮
ら
し
で
あ
り
、
自
ら

の
力
で
生
計
を
維
持
し
て
い
る
老
人
が

対
象
で
す
が
、
八
月
診
療
分
か
ら
は
所

得
制
限
に
よ

っ
て
前
年
分
の
所
得
税
が

諜
せ
ら
れ
な
い
人
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

〈
乳
幼
児
医
療
費
給
付
金
〉

上
田
市
に
住
所
が
あ
る
人
で
、
出
生

時
か
ら
三
歳
未
満
の
乳
幼
児
医
療
費
給

付
金
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
所
得
に
応
じ
た
給
付
制
限
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

印
乳
幼
児
を
監
護
し
、
主
と
し
て
そ

の
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
の
前
年

の
所
得
か
、
児
童
手
当
法
第
五
条
の

例
に
よ
り
柿持
出
し
た
額
を
超
え
る
場

合
に
は
、
十
日
以
上
の
入
院
に
係
る

必
軍
・
曹
界
に

ap
，
、
仏
面
持
N
H
A
Z

の
“
円
島
小
に

えつ広報

8
月
1
日
か
ら
一
部
改
正

な
り
ま
す
。

同
附
に
該
当
し
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

外
来
・
入
院
・
調
剤
な
ど
す
べ
て
の

医
療
費
が
給
付
金
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

〈
心
身
障
害
者
医
療
費
給
付
金〉

新
た
に
、

六
十
五
歳
以
上
で
国
民
年

金
法
別
表
に
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
人

(
い
わ
ゆ
る
寝
た
き
り
老

人
)
を
加
え
て
、
そ
の
人
が
医
療
機
閉

め
窓
口
で
老
人
保
健
法
に
基
づ
く
一
部

負
担
金
を
支
払

っ
た
場
合
に
、
そ
の
負

担
し
た
額
を
市
が
肩
代
わ
り
し
て
、
償

還
払
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
給
付
は
二
月
一
日
の
老

八
保
健
法
施
行
日
に
さ
か
の
ぼ

っ
て
行

い
ま
す
。

〈
母
子
家
庭
等
医
療
費
給
付
金
〉

配
偶
者
の
い
な
い
女
子
で
、
現
に
十

八
歳
未
満
の
児
童
ま
た
は
十
八
歳
以
上

二
十
歳
未
満
で
高
等
学
校
な
ど
に
在
学

中
の
人
を
扶
養
し
、
前
年
度
分
の
所
得

税
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
人
、
お
よ
び

そ
の
母
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
十
八
歳
未

満
の
児
童
ま
た
は
十
八
歳
以
上
二
十
歳

+
木
滋
開

ψ
k
官
向
W
亨
μ
干
納
肱

b
e
H
t
rド
#
位
以
干
申
1

仇
り

i
八

が
給
付
金
の
対
象
者
に
な
り
ま
す
。
し

た
が

っ
て
、
八
月
診
療
分
か
ら
は
所
得

制
限
が
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
所
得
税
非

課
税
の
母
が
十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満

で
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
人
を
扶

養
し
て
い
る
場
合
に
は
、
母
子
と
も
に

給
付
期
限
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

父
母
の
な
い
子
に
つ
い
て
も
、
十
八

歳
未
満
の
児
童
の
ほ
か
、
新
た
に
十
八

歳
以
上
二
十
歳
未
満
で
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
中
の
人
が
、
給
付
金
の
対
象
者

に
加
え
ら
れ
ま
す
。

〈
父
子
家
庭
医
療
費
給
付
金
〉

こ
れ
ま
で
の
制
度
に
加
え
て
、
新
た

に
十
八
歳
以
上
二
十
歳
未
満
で
高
等
学

校
な
ど
に
在
学
中
の
人
が
対
象
者
に
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
等
学
校
な
ど

に
在
学
中
は
父
子
と
も
に
給
付
期
限
が

延
長
さ
れ
ま
す
。

〈
独
り
暮
ら
し
女
子
医
療
費
給
付
金
〉

五
十
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
女
子
を

対
象
と
し
た
福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
り
結
婚
適

紛
期
を
失
し
た
人
や
戦
争
未
亡
人
な
ど

の
独
り
暮
ら
し
女
子
に
対
す
る
福
祉
の

ニ
l
l
.
-
b
h
H
E
R
ド
ド
+
令
制
削
除
且
“
町
孔
邑
凶
り

p
勺
仇
札
、

初
日
也
は
み
ん
な
で

実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

制
度
の
趣
旨
で
あ
る
女
子
に
つ
い
て

は
六
十
歳
前
後
に
達
し
、
す
で
に
こ
の

制
度
の
適
用
を
受
け
て
お
り
、
新
た
に

五
十
歳
以
上
に
な
る
対
象
者
に
つ
い
て

は
本
制
度
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
状
況

と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の

制
度
に
つ
い
て
は
条
例
か
ら
削
除
し
、

八
月
以
後
の
新
た
な
認
定
は
行
わ
な
い

こ
と
と
し
て
、
段
階
的
に
廃
止
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
対
象

と
な

っ
て
い
る
人
で
前
年
分
の
所
得
税

が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い
人
に
つ
い
て
は
、

独
り
暮
ら
し
老
人
医
療
費
給
付
金
な
ど

他
の
福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度
が
継
続

し
て
受
け
ら
れ
る
年
齢
に
達
す
る
ま
で
、

従
来
ど
お
り
の
給
付
金
対
象
者
と
し
て

扱
わ
れ
ま
す
。

。

以
上
が
、
今
回
改
正
さ
れ
た
点
の
あ

ら
ま
し
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
の
福
祉
医

療
費
給
付
金
制
度
に
つ
い
て
は
従
来
ど

お
り
で
す
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
福
祉
課
医
療
給
付
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

福
祉
課
医
療
給
付
係

合
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
6

有
線
②

0
7
9
1

じ
月
一
円
か
ら
仙
閉
ま

っ
た
符
述
の
巾

込
受
付
は
、
こ
の
卜
五
日
で
締
め
切
ら

れ
ま
し
た
本
爵
ま
で
あ
と
わ
ず
か

申
し
を
さ
れ
た
谷
主
立
、

7月は「愛の血液助け合い運動月間」

血液の大切さを再認識するとともに、この運動に御協力く

ださい。今月後半、献血車は次の日程で巡回します。

7月22日制 ・・・長野計器製作所(午前・午後)

26日凶…上回企業(午前)、上田市農協泉田支所(午後)

27日附 ・ーオルガ ン針(午前)、三業製作所上回工場(午後)

29日掛一・上回日本無線(午前・午後)

お盆の「くみ取りJはお早めに

例年、お盆が近づ くと各家庭や事業所など

のトイレのく み取りが集中します。業者には

早めに申し込みをされ、 くみ取りが集中する

、とのないよ う御協力 をお願いします。

連
、ど
、
つ
ろ
う
の

お
申
し
込
み
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そ
の
母
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
十
八
歳
未

桶
の
児
童
ま
た
は
十
八
歳
以
上
二
十
歳

未
満
て
高
等
学
校
な
ど
に
在
学
中
の
人

齢
期
を
失
し
た
人
や
戦
争
未
亡
人
な
ど

の
独
り
暮
ら
し
女
子
に
対
す
る
福
祉
の

ニ
ー
ズ
を
背
景
に
本
制
度
が
設
け
ら
れ
、

初
日
也
は
み
ん
な
で

夏
の
夜
を
楽
し
く

市
民
の
祭
り
「
上
田
わ
っ
し
ょ

い
」
ま
で
あ
と
半
月
と
な
り
ま
し
た
。

ニ
の

祭
り
も
十
二
回
を
迎
え
ま
す
。
本
年
は
、
上
回
築
城
四
百
年
祭
の
年
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ニ

の
祭
り
を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
わ
っ
し
ょ
い
の
前
夜

祭
と
し
て
二
十
九
日
制
の
夜
、
千
曲
川
で
記
念
花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
、
二
十
八
日

ご
ろ
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

七
月
三
十
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭
り
ム

l
ド
が
盛
り
上
が
っ
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
市
民
み
ん
な
の
祭
り
で
す
。

市
民
総
参
加
で
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

有
線
②
0
7
9
1

七
月
-
日
か
ら
飴
ま
η

た
告
連
の
申

込
受
付
は
、
こ
の
ー
ム
日
で
締
め
切
ら

れ
ま
し
た
本
番
ま
で
あ
と
わ
ず
か
。

申
し
込
み
を
さ
れ
た
外
山
一
は
、
そ
れ
ぞ

れ
本
番
に
備
、
え
て
、
何
日
糾
刊
に
余
念

か
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

事
務
所
聞
き
は

7
月
お
日
側

例
年
の
と
お
り

「仁
田
わ

っ
し
ょ
い
」

の
事
務
所
い
か
、
上
回
商
工
会
議
所
の
二

階
に
置
か
れ
ま
す
。

事
務
所
聞
き
は
、
七
月
二
十
五
日
川

午
後
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞
き
が
消
む

と
「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」
の
事
務
は

す
べ
て
こ
の
事
務
所
て
行
い
ま
す
。

電
話
は
、

⑮

0
7
2
0
番
で
す
。

連

会

議

は7
月
幻
日
制

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
速
に
は
、

連
会
議
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
述

会
議
は
七
月
二
十
七
日
州
で
す
。

こ
の

会
議
で
は
、
辿
の
配
抗
、
当
日
の
注
立

事
項
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た

述
の
先
頭
に
立
て
る

「
巡
ど
‘
つ
ろ
う
」

の
紙
、
う
ち
わ
な
ど
を
お
縦
し
し
ま
す
。

述
の
代
表
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず
出
席

を
し
て
く
だ
さ
い
。

お盆q

例年、

のトイレ〈

早めに申

ことのな!

連
ど
、
つ
ろ
う
の

お
申
し
込
み

述
の
前
に
は
、

「述
ど
、
つ
ろ
う
」
を
必

ず
立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
速
や
新
し

い
述
に
は
、
事
務
局
で
実
代

(一

本
三

T
同
脱
皮
)
で
お
わ
け
し
ま
す
。

放
送
設
備
の

取
り
付
け

お
祭
リ
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ピ
ー
カ

ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
音
回
虫
の
試
験
な
ど
で
、
お
祭
り
広

場
付
近
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
や
通
行
の

皆
さ
ん
に
御
述
必
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

御
協
力
を
お
聞
い
し
ま
す
。

生
演
奏
辿
は
、
も
う
今
月
の
初
め
か

ら
上
回
公
闘
の
中
の
総
合
展
ぷ
館
で
純

計
を
始
め
て
い
ま
す
。
二
十
五
日
か
ら

は
併
眺
、
こ
こ
で
純
何
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
踊
リ
述
の
皆
さ
ん
も
純
刊
を
兼

ね
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

i 品
i火ま
jのり

j周用 jIL' Iじ



第12岡上回わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗り場

7月30日の交通規制は、原町・海野町 ・松尾町・大門町の各通りは、午後5時か勺10時30分まで

通行出来ません。なおj貰匠町~上田駅~西武まではは午後6時までお祭り広場へ車の乗り入れ

ができます。周辺道路も交通が規制されます。警察・交通安全協会員 ・交通指導員 ・実行委

員会役員の指示に従っていただき、楽しいお祭りにしましょう 。

きません。

付近の道路は駐車禁止

になっています。パス ・

電車を御利用してくださ

L ¥。

③一中

7月30日フ。口ク。ラム

みこし午後 5:OO ~ 7: 30 
おどり午後 7:45 ~ 9: 45 

~歩行者道路←一一方通行

4------一方通行解除(ただし

歩行者道路は横断できない)

千曲バス

午後7:00以後佐久

方面国道18号一

秋和(西武前



バス停移動

午後7:00以後駅前

バス停がここ

へ移動

午後 7 時~10時30分、駅前タク

シ一乗り場は、イト ーヨーカド

一前へ移動。

午後10時30分以降は、ふだんの

タクシー乗り場へ移動。

古舟橋へ



さあ上回わっしょい

踊み 1

は し 1

同は
7 午 |
時後 |
45 5 : 
介時
力、カ、

りり

本番です

午
後
ム
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行
有

川
直
路
に
な

ゥ
て
、

各
所
か
ら

「み

こ

し
」
か
か
つ
ぎ
山
さ
れ
ま
す
。
今
年
も

卜
数
ムけ
の
「
み
こ
し
」
が
山
ま
す
。
ル

ー
ル
を
守

っ
て
栄
し
く
か

っ
さ
ま
し
ょ

う
ω

「
み
こ
し
」
の
叫
川
は
、
午
後
七

時
一二
卜
分
ま
で
で
す
。

午
後
七
時
山
十

4
分
か
ら
「
上
凹
わ

っ
し
ょ
い

」
の

M
り
が
始
ま
り
ま
す
。

上
山
商
工
会
議
所
般
の
ス
テ
ー
ジ
で
生

六
月
定
例
市
議
会
で
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
運
動
に
関
す
る
決
議
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
上
田
市

't
z正
‘
一
-l

つ
L
、「

a

日

ワ
勺

J

よ
、
-

〆

W
4
ヵ
f

1

1

1
十

1

L

」

の
州
か
お
祭
り
広
場
に
流
れ
ま
す
。

中

間
に
十
分
れ
皮
の
休
必
を
は
さ
ん
で
、

制
り
は
午
後
九
時
間
卜

4
分
ま
で
続
き

ま
す
。本

部
は

上
田
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
上
出
商
工
会
議
所
前
に
設

け
ま
す
。
以
急
の
辿
持
、
け
が
、
急
病

人
な
ど
は
本
部
へ
御
述
結
く
だ
さ
い
。

ま
た
例
年
、
迷
子
が
多
く
出
ま
す
。

お
子
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
万
一
、
お
チ
さ
ん
が
迷
子
に
な

っ

た
と
き
は
、
本
部
へ
御
述
桁
く
だ
さ
い
。

ン
jレ
/¥ 

ン

卜

を

設
け
ま
す

原
町
の
ユ
ニ
|
と
上
回
信
用
金
庫
本

府
前
に
、
体
の
不
自
由
な
人
の
席

(
シ

ル
バ
ー
シ

l
ト
)
を
設
け
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
泣
は
、
例
年
、
大
変

H
U
維
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、
イ
供
述
れ

の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ
の
辺
を

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

食
い
止
め
る
た
め
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は

ど
の
よ
う
な
効
力
を
発
揮
す
る
か
、
具

体
的
に
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

交
通
規
制
ま

午
後
5
時
l
同
川
即
時
却
分

当
日
は
、
午
後
一
九
時
か
ら
同
十
時
三

十
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
引
の
来
リ

入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
伴

う
て

周
辺
道
路
も
い
父
辿
が
肌
制
さ
れ
ま
す
の

で
、
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す

υ

お
祭
り
広
場
内
外
の
い
父
辿
税
理
及
び

雑
踏
作
備
は
、
町
内
察
署
・
交
通
安
全
協

会
・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

午
後

4
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の
中

の
パ
ス
一
作
は
仙
、
え
な
く
な
り
ま
す
。

上
回
駅
前
の
料
一
切
所
は
、
午
後
七
時

か
ら
西
武
上
目
前
前
へ
移
り
ま
す
。
そ

の
他
パ
ス
の
逆
行
が
変
わ
り
ま
す
の
で

1 会社名 西武前発 行 先

赤坂行、別所温

パ上回 交 通 21 : 50 泉行、丸子町行、

真田行、傍陽行

田中行、大川行、

干曲 パ ス 21 : 50 上室賀行、青木

行、別所温泉行
1 

下塩尻行

川中島ノ〈ス 21 : 50 (tkfは通)
、『 半過行

臨時パス・電車時刻表

栄
一
耐
の
地
図
を
御
此
く
だ
さ
い

タ
ク

シ
ー
乗
り
場
も

タ
ク
シ
ー
采
リ
場
も
午
後
七
時
か
ら

イ
ト
|
ヨ
|
カ
ド
|
前
へ
移
動
し
ま
す
。

交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時
三
十
分
か

ら
は
、
上
回
駅
前
へ
も
ど
り
ま
す
。
現

場
係
員
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

お
祭
り
広
場
に
近
い
駐
卓
場
は
、
わ

ず
か
し
か
収
谷
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

付
近
の
道
路
は
恥
市
栄
止
に
な

っ
て

い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
パ
ス
、

一屯
中
を
御

利
用
く
だ
さ
い
。
お
祭
り
が
終
わ
る
と
、

西
武
上
回
庖
前
か
ら
臨
時
パ
ス
が
出
ま

す
。会社名 上田駅発 行 先 な ど

別所温泉行

21 : 15 下之郷里nから包上山

lT/ ス lニ 1~紘

別所温泉行

t国交通 21 : 35 下之郷駅か り丸子町

行パスに彼絞

別所温泉行

22 : 00 下之郷駅からパスJ豊

続なし

一←



だえつー (7)一一一昭和58年 7月16日 広 報
第 891号、

シートベルト着用運動

6月市議会で決議

六
月
定
例
市
議
会
で
寸
ン

l
ト
ベ
ル

ト
着
用
運
動
に
関
す
る
決
議
」
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
議
は
、
上
田
市

内
に
お
け
る
交
通
事
飲
死
亡
者
数
が
昨

年
を
大
幅
に
上
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
上
交
通
事
故
死
を
出
き
な
い
よ

う
に
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
決
め

た
も
の
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
交
通
事
故
か
ら

あ
な
た
の
生
命
を
守
る
。
命
の
綱
。
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
や
同
乗
者
の
皆
き
ん

か
車
に
乗
っ
た
ら
、
ま
ず
ベ
ル
ト
。
を

ぜ
ひ
習
慣
づ
け
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
用

衝
突
事
故
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に

シートベルト着用運動に関する決議

本市における交通事故死亡者数は、関係機関の

努力にもかかわらず、昨年を大幅に上回っており、

まことに憂慮に堪えないところである 。

もとより、交通事故を防止する措置は、それぞ

れの分野におゲて積極的に実施きれなければなら

ないが、特に、シートベルトの着用は、運転車の

食
い
止
め
る
た
め
、
シ
|
ト
ベ
ル
ト
は

ど
の
よ
う
な
効
力
を
発
揮
す
る
か
、
具

体
的
に
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

O
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物

に
頭
や
胸
を
強
打
す
る
こ
と
を
防
止

で
き
る
。

O
激
突
時
の
シ
ョ

ッ
ク
に
よ
っ
て
、

車

外
に
は
じ
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
止

し
た
り
、
万
一
火
災
を
起
こ
し
た
と

き
な
ど
で
も
激
突
で
意
識
を
失
う
こ

と
も
な
く
な
る
の
で
、
車
外
に
避
難

で
き
る
。

O
正
し
い
運
転
姿
勢
が
確
保
さ
れ
、
ハ

ン
ド
ル
操
作
が
確
実
に
な
る
。

O
体
が
固
定
さ
れ
る
か
ら
、
運
転
に
注

意
力
が
集
中
し
、
カ
ー
ブ
や
で
こ
ぼ

こ
道
で
も
、
さ
ほ
ど
疲
れ
な
い
で
運

転
で
き
る
。

保護及び安全運転の意識高揚を図る上からも欠く

ことのできない方策と思われる 。

よって、本市議会は、悲惨な交通事故死から市

民を守り、明るく住みよい郷土をつくるため、シ

ートベルト着用運動を強力に推進することを決議

する。

市議会田上

昭和58年 7月1日

-
D
Aり
弘
乞
L
人
珂
w
y
h
・・.

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を
か
不
用
品
登

録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、
次

の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、
品

名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を
生
活

PMFl 上
車

環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人
も
、

あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
が
、

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録
者

と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り
引
き

方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き
の

結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ
ら

ず
)
を
生
活
環
境
銀
へ
、
必
ず
+
日

以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

ゆずります
〈希望価僑〉 ゆずってください

自動車タイヤ(18570-13、4本) 12，000円 自動車用子供いす

ポット 2，000円 電子レンジ

ホーローなべ 2，400円 カーステレオ

都市カιスストーブ(5か月使用) 5，000円 電気オルガン

都市ガスフロ釜 無料 電気掃除機

都市ガス湯沸器 無料 カラーテレビ

ポラロイドカメラ (2回使用) 30，000円 オープントースター

レジスター (2年前) 40，000円 シングノレベッド
テープル (2人用) 5，00'0円 ロッカー

" ( 4人用) 7，000円 地球儀

クリーンヒーターは年前) 20，000円 下駄箱

犬ハウス(移動式) 21，000円 藤いす
ダンベル 20，000円 補聴器(できたら恥けタイプ1
0じゅうぶんに活用できる不用品は、 卓球台

どんなものでも萱録しましょう。 調理台

( 7月7日現在)
不用品登録情報(主なもの)

。ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、 生活環境課
生活係(ft⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。

。紹介後のトラブルなどについては、資任を負ぃギねますので御了承
ください。
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白金剥窃富で

第 891号~

位か脇喝拾に
合⑫4100内線301生活環境課

借
金
返
済
で
困
っ
た
ら

「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
ロ
ー
ン
」

「
電
話
一
本
、
保
証
人
な
し
で
気
軽
に

融
資
」
こ
ん
な
文
句
の
広
告
、
看
板
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
甘
い

呼
び
か
け
の
裏
に
は
借
受
人
の
弱
味
や

法
律
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
け
込
ん
で

高
金
利
を
取
っ
た
り
、
厳
し
い
取
り
立

て
を
迫
る
悪
質
業
者
が
い
ま
す
。

〈
高
金
利
に
関
す
る
基
礎
知
識
v

貸
金
業
を
規
制
す
る
法
律
に
「
出
資

法
」
(
出
資
の
受
入
預
り
金
及
び
金
利
等

の
取
締
り
等
に
関
す
る
法
律
)
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
法
律
で
は
、
次
の
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

O
利
息
が
年
一

O
九
・
五
%
(
一
日

0
・

三
%
)
を
超
え
る
契
約
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
人

は
処
罰
す
る
。
た
だ
し
、
出
資
法
の

改
正
で
、
今
年
の
十
一
月
か
ら
は
金

利
上
限
が
年
七
三
%
に
な
り
ま
す
。

(
例
え
ば
、
年
七
三
%
で
百
万
円
を

借
り
た
場
合
、
一
日
二
千
円
の
割
合

で
毎
日
払
い
続
け
、
一
年
間
で
七
十

三
万
円
を
返
済
し
て
も
、
支
払
い
分

は
利
息
に
消
え
る
だ
け
で
す
。

こ
の

れ

ん

仇

町

、

-

口

u
d
-
エl
m円
札
ゼ
却
胆
、
ヲ
ん
わ
九
帽
副
m
t
r

恒
也
ー
し
銭
m
m
ゆ
り
れ
怯
い

bι

、
-
b

軍
演
血
ド
い
此
悶
ふ

E
官
陛

済
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
)

O
利
息
を
天
引
き
す
る
場
合
、
実
際
に

手
渡
す
金
額
を
元
本
額
と
し
て
計
算

す
る
。

O
用
紙
代
、
礼
金
、
手
数
料
、
調
査
料

そ
の
他
ど
ん
な
名
目
で
あ
っ
て
も
、

貸
し
手
が
貸
し
付
け
る
と
き
借
り
手

か
ら
受
け
取
る
金
銭
は
、
す
べ
て
利

息
と
み
な
す
。

〈
借
り
る
場
合
は
こ
ん
な
注
意
を
v

o
家
族
に
内
緒
で
借
り
な
い
。

O
返
せ
る
あ
て
の
な
い
借
金
は
し
な
い
。

O
利
息
や
借
り
入
れ
条
件
な
ど
を
十
分

検
討
し
て
返
済
計
画
を
立
て
る
。

O
返
済
の
た
め
の
借
金
は
絶
対
し
な
い
。

O
気
軽
に
連
帯
保
証
人
に
な
ら
な
い
。

O
元
金
や
利
息
を
支
払
っ
た
と
き
は

必
ず
領
収
書
を
受
け
取
る
と
と
も
に

支
払
い
を
記
載
し
て
お
く
。

O
借
金
の
返
済
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、
借

用
書
な
ど
は
必
ず
返
し
て
も
ら
う
。

〈
困
っ
た
と
き
は
法
律
相
談
〉

市
で
は
、
借
金
の
返
済
方
法
な
ど
で

お
困
り
の
方
の
た
め
、
弁
護
士
に
よ
る

無
料
の
法
律
相
談
日
(
毎
月
第
二
・
四

金
曜
日
、
午
後
一
時
三
十
分
1
三
時
三

十
分
)
を
設
け
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
相
談
は
、
予
約
制
で
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
生
活
環
境
課
ま
で
御

連
絡
く
だ
さ
い
。

必
要
な
資
金
を
無
担
保
で

市
で
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る
方
に
、

日
常
生
活
の
中
で
必
要
な
資
金
を
無
担

保
で
手
軽
に
貸
し
付
け
す
る
「
生
活
資

金
貸
付
制
度
L

を
、
三
年
ほ
ど
前
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

貸
し
付
け
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は
、

生
活
環
境
課
で
説
明
を
受
け
て
か
ら
取

侃
似
ふ
車
砧
限
協
慨
岡
山
間
へ
わ
の
山
山
和
H

凶
り
/
¥
作
九

R
C

い
。

〈
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方
v

二
人
以
上
で
世
帯
を
構
成
す
る
世
帯

主
で
、
か
つ
個
人
ロ

l
ン
信
用
保
険
加

入
適
格
者
で
、
次
の
①
1
⑤
の
要
件
を

備
え
た
方
で
す
。

①
年
齢
が
二
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
以

下
で
あ
る
こ
と
。

。
市
内
の
同
一
場
所
に
-
年
以
上
住
所

交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
上
回
の
森
」

V

六
月
二
十
六
日
上
岡
公
園
で
は
、
市
内
の
三
大
学
(
信
州
大
繊
維
学

部
、
長
野
大
、
上
回
女
子
短
大
)
の
学
生
が
共
催
し
て
、
交
流
フ
ェ
ス

テ
ィ

バ
ル
「
上
回
の
森
」
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

が
あ
り
、
引
き
続
き
住
む
見
込
み
が

あ
る
こ
と
。

③
給
与
所
得
者
は
同
一
事
業
所
に
三
年

以
上
勤
務
し
、
事
業
者
は
同
一
業
種

を
三
年
以
上
営
業
し
て
い
る
こ
と
。

④
年
収
が
百
五
十
万
円
以
上
、
三
百
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

⑤
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

〈
貸
し
付
け
の
内
容
v

貸
付
金
額
・
・
・
三
十
万
円
以
内

資
金
使
途
・
・
・
生
活
に
必
要
な
資
金
で
あ

る
こ
と
(
た
だ
し
、
事
業
資
金
、
旅

行
資
金
、
投
資
及
び
投
機
的
資
金
、

転
貸
資
金
、
旧
債
返
済
資
金
、
遊
興

費
な
ど
に
は
お
貸
し
で
き
ま
せ
ん
)

貸
付
期
間
・
・
・
三
年
以
内

貸
付
利
率
:
・
年
間
利
率
七
・
六
%

返
済
方
法
・
・
・
貸
し
付
け
し
た
翌
月
か
ら

返
済
し
て
い
た
だ
き
ま
す
(
元
利
均

等
月
賦
償
還
方
法
に
よ
り
預
金
口
座

か
ら
自
動
振
替
)

保
証
人
・
・
・
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
貸
し
付
け
申
し
込
み
の
手
続
き
〉

生
活
環
境
諜
で
説
明
を
受
け
て
か
ら
、

取
扱
金
融
機
関
に
左
記
書
類
及
び
印
鑑

を
御
持
参
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

住
民
票
謄
本
、
印
鑑
証
明
書
、
印
鑑

(
印
鑑
証
明
書
印
、
預
金
届
出
印
)
、
所

得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
、
保
険
証
、

事
業
者
は
事
業
年
数
の
わ
か
る
書
類

〈
取
扱
金
融
機
関
名
〉

八
十
二
銀
行
市
内
各
支
庖
(
上
回
支

巾
伯
、
相
依
田
地
附
町
士
λ
巾
也
、
出
南
臼
廿
昔
λ
巾
崎
、

=

~~肝貯

町
剛
・
キ
VA「
仲
は
叫
し
》
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自

三
万
円
を
返
済
し
て
も
、
支
払
い
分

は
利
息
に
消
え
る
だ
け
で
す
。

こ
の

た
め
、
-
日
二
千
円
を
超
え
た
額
を

返
し
続
け
な
い
と
、
永
遠
に
借
金
返

交
流
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
;
-
田
の
森
」
V

人
川
二
十
六
日
上
回
公
園
で
は
、
市
内
の
三
大
学
(
信
州
大
繊
維
学

郎、

i
k
野
ト
八
、

k
印
女
子
知
大
)
の
学
生
が
共
催
し
て
、
交
流
フ
エ
ス

テ
ィ
ノ
ル

1
LL

川
の
み
」
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
手
生
間
の

交
流
や
学
生
と
市
民
と
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
公
凶
内
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で
は
、
仮
装
行
列
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会

が
行
わ
れ
た
り
、
か
き
氷
や
お
む
す
び
な
ど
の
模
擬
屈
も
並
び
、
多
く

の
学
生
や
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

同叫四

， 

細
し
て
い
l
ま

貸
し
付
け
を
申
し
込
ま
れ
る
方
は

生
活
環
境
課
で
説
明
を
受
け
て
か
ら
取

扱
金
融
機
関
へ
お
出
か
け
(
だ
き
い
。

企正橋さん40年ぶりに帰国

約40年前、満蒙開妬団員として中国に波った大屋

出身の正橋金子さん(右から 3人目)が、 7月 1日

に中国人の御主人と 5人の子供たちとともに 、上回

に帰ってきました。 一 家は、 川辺 町 の 市 営 住宅に溶

ち着き、 7月 6日からは日本語を勉強するため、 小

泉小学校に通っています。

俄
利
力
方

l

℃
u
明

1

①
年
齢
が
二
十
歳
以
上
、
六
十
五
歳
以

下
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
の
同
一
場
所
に
一
年
以
上
住
所

...2年連続で全国大会出場

信越代表として 2年連続全国大会(7月9・10日、

東京府中市 )に出場する上田 リト ルリーグの少年野球

選手一行が、 6月27日市役所を訪れ、永野市長に「精

一杯闘ってきます」とあいさつしました。市長からは

パット 2本とボール 1ダースが贈られ、チ供たちは大

喜びでした。

〆官
M
『

制

副

M
J
2
・
用
品
a
M
a帥

4
f

、

八
十
二
銀
行
市
内
各
支
庖
(
上
回
支

底
、
松
尾
町
支
底
、
染
谷
支
底
、
三
好

町
支
庖
)

「上岡市海の家」の律師リ用をゆっくり走って楽しい行楽
夏の交通事故防止運動弘-% 7/1 ~ 8/31谷浜と能生に

じ〉谷浜海岸一・旅館「飯田屋」 宮0255⑮2101・2757

b能生浜海岸・・・民宿「かなはち」宮02556⑥2316

※お申し込みは電話で直接、海の家へ。予約を取り消

すときは、必ず海の家へ御連絡を 。

夏は、海水浴とい ったレジャーなどにより通行事両

が地加します。 また、子供たちヵ、夏休みに入ることか

ら、例年交通事故が多発します。夏の思い出を楽しい

ものとするためにも、家族みんなで交通事故防止に御

協力ください。



だ 昭和58年 7H 16日一一一一(10)ー

お知らせ
お
年
寄
り
を
敬
う

え

作
文
を
募
集
し
ま
す

つ広報

社
会
際
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

平
均
寿
命
が
延
び
て
高
齢
化
社
会
が

急
速
に
進
む
現
点
、
お
年
寄
り
と
萩
者

か

一
体
と
な

っ
た
住
み
よ
い
社
会
の
建

設
は
、
急
務
と
な

っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
お
年
寄
り
を
敬
い
、
い
た

わ
り
、
そ
し
て
励
ま
し
の
思
忽
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
今
年
も
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
作
文
を
募
集
し
ま
す
。
多
数

の
御
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
・
:
市
内
に
お
住
ま
い

の
人
な

ら
、
と
な
た
で
も
応
必
で
き
ま
す
。

作
文
の
内
容

:
お
お
む
ね
次
の
中
か
ら

ポ
山
'ん
4
L
/、
わ
」
昔
、
い

，
i
vじ
U
N
T
t
d同
リ

:
，
肋
酬
で
す
倒
芯
胤
パ

Mb
-茸
両
ロ
目
株
主
、

戸第891号

フ
ァ
ミ
リ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
犬
会
に

せ
る
も
の

②
お
年
寄
り
を
真
ん
中
に
和
気
あ
い

あ
い
家
庭
の
例

③
、
」
ん
な
お
年
寄
り
の
生
き
方
は
す

ば
ら
し
い

④
お
年
寄
り
と
界
ら
し
て
肝
銘
し
て

い
る
こ
と

原

稿

:
・凶
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二
枚

位
度
と
し
、
原
稿
の
末
尾
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

は
、
学
校
名
、

学
年
、
組
も
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

締
切
日
・
:
八
月
二
十
二
日
川

応
募
先
・:
干

3
8
6

上
田
市
大
手

一

ー

一一ー
l
一
六

上
田
市
役
所
社
会

同
車

審
査
基
準
・・・お
年
寄
り
を
温
か
く
励
ま

し
、
い
た
わ
り
、
政
主
思
忽
の
普
及

に
役
立
つ
も
の
と
し
ま
す
。

入

選

・

入
選
は
十

r

再
編
を
予
定
し
、

記
念
ロ
凶
を
贈
呈

L
i
f
t
r
t
Jhh

大
会
を
行
い

、
上
位

一
チ
|
ム
が
上

回
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
上
回
大
会

は
三
フ
ロ

ソ
ク
に
制
集
し
、
優
勝
三

報
う
え
だ
」
や
市
内
三
有
線
を
通
じ

て
発
表
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

の
で
御
承
知
く
だ
さ
い
。

「
健
康
づ
く
り

市
民
の
つ
ど
い
」

に
お
で
か
け
を

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

有
線
②

0
7
2
1

泣
年
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
成
人
病
の
正
し
い
知
識
の
普
及
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
の
推
進
の
た
め
、

市
で
は
、
脳
卒
中
を
テ
ー
マ
と
し
て
「
健

康
つ
く
り
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
入
場
、
相
談
は
無
料
で
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
大
勢
御
参
加
く
だ

さ
い
。

と

き

:

七

月

二
十
三
日
目
、
受
付
は

正
午
か
ら
、
開
会
は
午
後
一
時

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内

容
マ
体
験
発
表
(午
後
一
時
三
十
分
か
ら
)

助
言
者
H
H
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
鹿
教
湯
病
院
長
・
藤
田

勉
さ
ん

①
脳
出
血
を
克
服
し
て

1
半
過
・
志

摩
幸
夫
さ
ん

②
脳
血
栓
の
夫
と
共
に

1
野
竹
・
竹

山
野

晶

木

昔
、
，
ん

二
期
・:
①
五
十
七
年
六
月
と
七
月
に
実

地
し
た
二
位
混
合
の
一

期
を
終
了
し

た
子
供
さ
ん
②
昨
年
度
以
前
に
実

③
脳
血
位
と
竹
細
工
H
別
所
温
泉

・

西
谷
宮
田
治
さ
ん

マ
特
別
講
演
(
午
後
二
時
四
十
分
か
ら
)

O
演
題
日
「
幸
せ
に
生
き
る
と

い
う

こ
と
」
|
私
の
歩
ん
だ
道
を
通

し

て

|

O
講
師

H
藤
原
て
い
さ
ん
(
「
流
れ
る

星
は
生
き
て
い
る
」
の
作
者
)

マ
健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー

(
午
前
十
時

か
ら
午
後
四
時
三
十
分
)

パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
、
健
康
相
談

と
血
圧
測
定
、
塩
分
測
定
と
栄
養

相
談
、
歯
の
相
談
と
歯
み
が
き
指

導
、
民
間
薬
と
漢
方
薬
の
展
示
と

薬
の
相
談
、
体
力
測
定
、
甘
味
を

ひ
か
、え
た
手
づ
く
り
お
や
つ
展
示

専
門
医
に
よ
る

難
病
医
療
相
談
会

上
田
保
健
所

宮
⑮
1
2
6
0
内
線

2
2
4

専
門
医
に
よ
る
難
病
医
療
相
談
会
が
、

七
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
難

病
で
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
患
者
さ
ん

や
家
族
の
皆
さ
ん
、

御
出
席
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
七
月
二
十
四
日
間
午
後
一
時

か
ら
三
時

と
ニ
ろ
:
小
諸
保
健
所

申
込
方
法
:
・
上
田
保
健
所

へ
七
月
二
十

日
制
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
s

2期

行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
を
開
設

終
察
で
は
、
八
月
一
日
か
ら
八
月
三

十
一
日
ま
で
の
一
か
月
間
「
行
方
不
明

の
人
を
慢
す
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

病
気
沖
家
庭
の
事
情
で
家
出
し
所

ι

不
明
に
な
っ
て
い
る
、
出
稼
ぎ
や
旅
行

な
ど
に
出
た
き
り
長
い
間
消
息
が
わ
か

ら
な
い
、
な
ど
で
御
心
配
の
人
は
、
な

る
べ
く
本
人
の
写
真
や
家
出
当
時
の
様

子
の
わ
か
る
資
料
な
ど
を
お
持
ち
に
な

っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

相談所開設の日時及び場所

時 場 戸斤日
トー

8月1日から 8月31日まで
長野県警察本部

平 日・・午前 8時30分~午後 5時
鑑識課(県庁 9階)

土曜日…午前 8時30分一正 午
宮0262@1251

( ただ し、日~日と 3 目 、 4 日、
内線2375

ト 8日、 10日、 11日は除く)

上回警察署駅削警
同10日制午前 9時一午後 4時

察官派出所宮⑫8613」、

91> 

、る



申
だ日込
さ(村方

いま j去
，で

に上
電回
話保
で健
申 所
しへ
込七
ん月
で二
〈十

8月1日

平日

土曜日

(ただ

8日

_!ii 891 

作
文
の
内
容
:
・
お
お
む
ね
次

の
中
か
ら

主
ん
て
く
だ
き
い

一

D
お
年
寄
リ

S
敏
う
思
想
を
普
及
さ

抗 891号~

ゲフ
lァ
トミ
ボリ
1 1 

御ル
参大
加会
をに

社
会
際
社
会
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
7
8

地
域
の
縦
陸
と
お
年
寄
り
へ
の
敬
愛

思
忽
の
普
及
、
及
び
心
身
の
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
市
で
は
、
上
田
市
老
人

ク
ラ
ブ
巡
合
会
な
ど
と
共
催
で
、
初
め

て
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゲ

l
ト
ポ
ー
ル
大
会
を

次
め
よ
う
に
計
画
し
ま
し
た
。

大
勢
の
御
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

チ
l
ム
編
成
・
:
一
チ
ー
ム
五
人

(
隣
近

所
の
制
成
で
け
つ
こ
う
で
す
)

O
六
十
歳
以
上

(
男
女
各
二
二
人

O
小
中
学

生

(
小
中
各

二

二

人

(

男

女
を
聞
い
ま
せ
ん
)

O
若
必

(
凶
十
歳
以
下
の
婦
人
)
二
人

二
名
出
場
し
、
十
五
分
後
交
誉
)

期

日
O
地
区
大
会

(
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

支
部
、
た
だ
し
、
塩
田
は
束
、
西
、

中
、
別
所
の
四
地
区
に
分
け
る
)

を
七
月
下
旬
か
ら
八
月
末
日
ま
で

に
支
部
長
(
地
区
責
任
者
)
を

中
心
に
行
い
ま
す
。

O
上
回
大
会

H
九
月
十
八
日
川
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ボ

1
ル
場

で
行
い
ま
す
。
(
雨
天
の
場
合
は
九

月
二
十
三
日
)

試
合
方
法
・
・
各
地
区

(
支
部
)
ご
と
に

だえつ-ωー一一一昭和58年 7月16日 広 報

に
役
立
つ
も
の
と
し
ま
す

入
選
:
・
入
選
は
十
主
総
を
予
定
し

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
、

J
h出

大
会
を
行
い
、
上
位
一
千
ム
が
上

回
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
上
回
大
会

は
三
ブ
ロ

y

ク
に
制
集
し
、
優
勝
三

チ

l
ム、

4
阪
勝
三
チ

l
ム
を
決
定

し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
衰
の
提
出
:
・
所
定
め
様
式
に

よ
り
、
地
区
(
支
部
)
大
会
は
各
地

区
の
定
め
る
日
取
り
に
従
っ
て
責
任

者
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
上
回
大

会
は
九
月
五
日
ま
で
に
社
会
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
:
・
詳
細
は
、

市
役
所
社

会
諜
ま
た
は
各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
支
部
長
さ
ん
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ジ
フ
テ
リ
ア
破
傷
風

(
二
種
混
合
)
予
防
接
種

保
健
予
防
諜
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
9

二
種
混
合
予
防
接
種
を
次
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〈
対
象
者
〉

一
期
・
:
①
五
十
六
年
六
月
三
十
日
以
前

に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
で
、
百
日
ぜ

き
に
か
か
っ
た
人
②
四
歳
以
上
の

子
供
き
ん
で
、
三
種
混
合
の
一
一
期
を

受
け
て
い
な
い
人
(
た
だ
し
、
①
②

と
も
満
六
歳
ま
で
の
子
供
さ
ん
に
限

り
ま
す
)

摩
幸
夫
さ
ん

②
脳
血
往
の
夫
と
共
に

1
野
竹
・
竹

鼻

栄

さ

ん

二
期
・
爪
W

五
十
七
年
六
月
と
七
月
に
実

施
し
た
二
位
混
合
の
一
期
を
終
了
し

た
子
供
さ
ん

②

昨
年
度
以
前
に
実

施
し
た
二
純
悦
合
の
一

期
を
終
了
し

た
子
供
さ
ん
③
三
種
出
合
予
防
接

種
を
一
期
と
し
て
二
回
以
上
終
了
し

て
い
る
子
供
さ
ん
で
、
二
期
が
済
ま

な
い
う
ち
に
五
歳
六
か
月
に
達
し
て

し
ま
っ
た
人
(
た
だ
し
、
市
広
あ
と

も
満
七
歳
六
か
月
ま
で
の
子
供
さ
ん

に
限
り
ま
す
)

〈
接
種
目
時
v

一
回
目
・
:
七
月
二
十
九
日
幽

二
回
目
:
・
八
月
十
九
日
幽

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十

分
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

〈
会
場
〉

上
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー
(
南
庁
舎
二
階
)

〈
そ
の
他
〉

①
当
日
は
、
子
供
さ
ん
の
体
温
を
計
り
、

母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

②
舷
傷
風
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
同

意
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

③
問
診
票
は
、
会
場
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
の
で
当
日
、
会
場
で
御
記
入
く

だ
さ
い
。

④
三
種
混
合
の
一
期
を
終
了
し
た
子
供

さ
ん
で
、
ま
だ
五
歳
六
か
月
に
達
し

て
い
な
い
人
の
二
期
は
、
三
種
混
合

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑤
二
種
混
合
を
受
け
た
あ
と
二
週
間
た

た
な
い
と
他
の
予
防
接
種
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

8月の乳幼児健康診査
昭和58年 8月の乳幼児健康診査を下記により行います。

受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

母子健康手帳とパスタオルをお持ちください。

会 場 健診 実施日 対 象 児

4か月児
8月2日 58年 3月16日-3月31日生

8月23日 58年 4月1日-4月15日生

10か月児
8月3日 57年 9月16日-9月30日生

上田市保健センター
8月24日 57年10月1日-10月15日生

l歳6か月児
8月4日 57年 1月16日-1月31日生

8月26日 57年 2月1日-2月15日生

3歳児
8月5日 55年 7月1日-7月15日生

8月17日 55年 7月16日-7月31日生

4か月児
8月9日

58年 3月16日-4月15日生

塩回母子健康センター 10か月児 57年 9月16日-10月15日生
(J孟困地区) 1歳6か月児

3歳児 8月31日 55年 6月1日-7月31日生

4か月児 58年 3月16日-4月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 8月10日 57年 9月16日-10月15日生
(川西地区) 1歳6か月児 57年 1月16日-2月15日生

3歳児
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新
手
の

ネ
ズ
ミ
講
に
御
用
心

生
活
環
境
線
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
0
1

い
恥
泣
、
叫
ド
に
一
刷
予
の
ネ
ス
ミ
必
が

近
山
し
て
い
ま
す
こ
の
ネ
ズ
ミ
識
は

ー
テ
せ
の
輸
の
会
」
と
J
い
、
新
た
に

肋
，
み
さ
れ
た
人
は
勧
み
者
に
一
万
円
、

制
介
名
簿

(注

二

の

ト

メ
プ

の
人
に

一
万
円
、
計
二
万
円
を
ぷ
払
い
ま
す
。

肋
み
さ
れ
た
人
は
、
次
に
二
名
誘
、
え

は
一一
万
円
は
凶
収
で
き
、
あ
と
は
制
介

名
簿
の
ト

ソ
プ
に
く
る
の
を
待
っ
と
、

以
終
的
に
約
八
千
二
行
万
円
入
手
で
き

る
と
い
う
も
の
で
す
。

ネ
ズ
ミ
必
は
、
結
局
は
峨
た
ん
し
ま

す
c

ま
た
、
法
律

(
注
一一)

で
開
設
・

運
営
・
加
入
を
勧
め
る
こ
と
は
祭
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
ネ
ズ
ミ
識
に
は
十

分
注
立
し
て
、
誘
い
が
あ
っ
て
も
、
き

っ
ぱ
り
断
リ
ま
し
ょ
う
。

(
注
ご
紹
介
名
簿

こ
の
ネ
ズ
ミ
講
は
、
一
位
か
ら
十
二

位
ま
で
順
位
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
最

下
位
(
十
二
位
)
の
人
が
新
し
い
人
を

勧
誘
す
る
と
順
位
い
か
入
れ
作
わ
り
、
そ

の
給
米
ト
y

ブ
か
払
け
、
二
位
が
ト

ゾ

プ
に
な
り
ま
す
こ

の，紋
リ
返
し
に
よ

H
ヘ
点
、
ぃ

rィー、
τl仲
叫
の

t
ハ
t
u
'
「
，
ブ
に
介
。

えつ広報戸第 891号

れ
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
し

か

し

実

際
に
は
、
こ
う
う
ま
く
行
き
ま
せ
ん
。

(
注
二
)
法
律

こ
の
法
律
の
名
称
は
「
無
限
述
制
議

の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
と
い
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ネ
ズ
ミ
講
の
開
設
、
逆
営
、

加
入
の
勧
誘
に
対
し
て
別
則
を
設
け
て

あ
り
ま
す
。

ー
信
州
大
学
公
開
講
座
H
H

「
や
さ
し
い
科
学
教
室
」

受
講
者
を
募
集

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係

宮
⑫
1
2
1
5
内
線

2
0
8

日
時
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
:
下
表
の
と
お
り

会

場

:

・信
州
大
学
繊
維
学
部

受
講
対
象
者
・
・
中
学
生
以
上
の
一
般
市

民
募
集
人
員
:
・
約
四
十
名

(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

受
付
期
間
:
・
七
月
十
八
日
川
か
ら
七
月

二
十
七
日
附

申
込
方
法
・
所
定
の
申
込
書
に
受
講
料

二
千
円
を
添
え
て
、
繊
川
相
学
部
教
務

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
:
・
実
施
要
項
、
申
込
書
の
郵
送

を
御
希
望
の
人
は
、
返
信
用
封
筒
(
宛

先
明
記
、
六
十
円
切
手
貼
付
)
を
同

封
の
?
え
、

〒

3
8
6

上
田
市
常

国
三
|
一
五

l
一

信
州
大
学
繊
維

学
部
教
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

'v 

信州大学公開講座日程表

期日 講義組目 議 日fIi

7月28日(本) 水の物理学粘性の話 松田*'臣教段

7月29日({t.J 放の話-iH!Jの泌をさぐる 中 y尺 民助教授

8月 1日(}j) 偶然の科学 嶋崎昭典教授

8月2日(刈 身近な高分 f物質の話 白井 11二 月助教校

8月3日(水) カと光一光でカをiil'1る話 篠原 日召教 校

電
波
障
害
防
止
の

図
案
作
品
を
募
集

電
波
障
害
防
止
協
議
会
て
は
、
電
波

障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
今
年
も
中
学

生
の
皆
さ
ん
を

H
Z氷
に
、
テ
レ
ビ
放
送 ※時間は、いずれも午後 5時10分から 9時10分

用
と
し
て
電
波
障
害
の
防
止
に
関
す
る

図
案
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
中
学
校
生
徒

作
品
・
:
ヒ
ル
や
高
速
道
路
な
ど
の
高

層
建
造
物
に
よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ヒ

の
電
波
障
害
、
あ
る
い
は
免
許
を
受

け
て
い
な
い
無
線
機
の
使
用
や
自
動

車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
家
庭
用
電
気
器

具
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の
電
波
障
害
を
防
止
す
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
た
テ
レ
ビ
波
送
用

カ
ラ

l
図
案

(
未
発
表
の
も
の

に
限

リ
ま
す
)。

作
品
の
大
き
さ
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
用
紙
は
厚
め
の
画
用
紙
で
、
縦
二
十

七
セ
ン
チ
口
、
横
三
十
八
セ
ン
チ
日

(
日
本
工
業
規
格

B
列
凹
判
)
と
し
、

図
案
は
用
紙
全
面
に
お
書
き
く
だ
さ

②
文
章
は
簡
潔
な
言
築
で
、
文
字
は
一

字
一
平
方
セ
ン
チ

U
以
上
の
大
き
さ

で
お
書
き
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法
・
:
作
品
ご
と
に
そ
の
裏
面
に

県
名
、
学
校
名
、
学
年
、
男
女
別
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
)
を
明
記
し
、
学
校
ご

と
に
ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

送
り
先

(
ど
こ
で
も
け
つ

こ
う
で
す
)

マ
一T
3
8
0

長
野
市
城
山

N
H
K

長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波
障
害

防
止
協
議
会
事
務
局

マ
一T
3
8
0

長
野
市
吉
田

S
B
C

信
越
放
送
テ
レ
ビ
図
案
コ
ン
ク
ー

ル
低
仲

マ
-
T
3
8
0

こ
の
認
定
試
験
は
、
病
気
な
ど
、
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
に
義

務
教
育
諸
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
人
に
、
中
学
校
卒
業
程
度

の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る

国
が
行
う
試
験
で
す
。

受
験
資
格
・・
・
義
務
教
育
諸
学
校
の
就
学

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
て
い
る
人

で
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
満
十
五
歳
以
上
の
人

受
験
科
目
:
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、
外
国
語
(
英
語
ま
た

は
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
)

願
書
受
付
・
:
八
月
十
一
日
嗣
か
ら
九
月

十
日
出

申
込
方
法
・
・
・
受
験
を
御
希
望
の
人
は
、

七
月
三
十
日
出
ま
で
に
学
校
教
育
課

へ
御
連
絡
く
だ
き
い

H
m
m晶
抽
明
白

H

・4
l
-
同
庁
河
川
口

u
仙
川

S
長
野
欣
送

l
ル
係

マ
一T
3
8
0

長
野
市
中
御
所

T
S

B
テ
レ
ビ
信
州
テ
レ
ビ
図
案
コ
ン

ク
ー
ル
係

締
明
日
・
:
九
月
六
日
拘

テ
レ
ビ
図
案
コ

ン
ク

中
学
校
卒
業
程
度
の

認
定
試
験
を
実
施

学
校
教
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
4
6

有
線
②
0
8
6
1

長
野
市
岡
田
町

N 
B 

日現佐)

(+ 87) 

+ 55) 

+ 32) 

+ 42) 
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